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2016 年よりスタートした健康サポート薬局の制度により、これまでに全国で多くの研修（技能習得型研

修）が開催され、現在では研修修了者は約 20,000人に達すると推定されています。しかし、2019年 1月

時点での健康サポート薬局届け出数は 1,220 店舗（薬局総数約 59,000 店舗中）に過ぎず、研修修了者

に比べ届出数の増加が遅れている現状があります。そこで本シンポジウムでは、健康サポート薬局届け

出後の活動事例や、問題点、将来への展望等を発表してもらい、健康サポート薬局がもたらすメリットを

再確認するとともに、その一方で健康サポート薬局を開設できない要因についての議論も行い、これから

の健康サポート薬局の発展に寄与できるシンポジウムにしたいと考えています。 


